
県いじめ防止対策等に関する委員会の県

教育委員会に対する調査報告書について

県いじめ防止対策等に関する委員会（以下、

第三者委員会）は、９月11日に県教育委員会

に対して、平成28年11月に県立高等学校１年

の生徒が自殺した事案について、調査報告書

を提出しました。

調査報告書においては、不愉快な「あだ名」

を言い、「あだ名」に関係する画像をＬＩＮＥ

に投稿したことなど「いじめ防止対策推進法」

のいじめに該当する行為があり、学校は短期

間のうちに３回も相談を受けながら、学校の

「いじめ防止基本方針実践のための行動計画」

で定めた「いじめ認知時の対応に係る委員会」

を開催しないなど、必要かつ適切な措置を実

施できなかったと指摘しています。加えて、

下記の点等について提言しています。

・いじめ被害申告には「いじめ等対策委員

会」を中核とした対応を徹底すること

・被害者保護に重点化した組織的な対応を

徹底すること

・保護者との情報共有を徹底すること

・常設の組織体制について継続的に改善・

検証を行うこと

・学校における自殺予防教育プログラムの

策定及び周知徹底

・ＳＮＳ適正利用の取り組みの強化

・緊急事態としての危機意識をもって対応

にあたること

県教育委員会では、第三者委員会の調査報

告書を重く受け止め、いじめ重大事態や自殺

事案が発生している現状を緊急事態と認識し、

教育委員会と学校が危機意識を共有しながら、

「いじめから生徒を徹底して守る組織づくり」

に努めていきます。

全県立学校のいじめ対策の総点検を実施し、

必要な改善を行うとともに、いじめ防止・自

殺予防教育やＳＮＳ利用の適正化に向けた取

組など、いじめ防止対策の強化を図りながら、

学校・保護者・教育委員会が一体となって、

いじめから子どもを徹底して守ることに全力

で取り組んでいきます。

「にいがた生涯学習県民フォーラム2018」

を開催しました

県教育委員会では、生涯学習気運の一層の

醸成を図るため「にいがた生涯学習県民フォー

ラム2018」を９月14日と15日に県立生涯学習

推進センターで開催しました。

「学びから 活躍へ」をテーマに、14日第

１部では、千葉大学名誉教授の長澤 成次氏に

よる基調講演やパネルディスカッションが行

われ、第２部では新潟食料農業大学客員教授

の大桃 美代子氏を招いて講演会が行われました。

15日には｢いつでも・どこでも・だれでも防

災｣をテーマに｢防災体験フェスタ｣が開催さ

れ、「命を守るために大切なこと」をテーマに

パネルディスカッションが行われました。
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＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：小学校のプログラミング教育の推進に向けて Ｐ２～４ 小
３：高校生アカデミック・インターンシップ研修の実施について Ｐ５～６ 高
４：埋蔵文化財を活用した高校生向け出前講座について Ｐ７ 高
５：県少年自然の家が新しくなります！ Ｐ８ 全種
６：インフォメーション Ｐ９～11 全種

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。



予測困難な社会においては、情報や情報技

術を受け身で捉えるのではなく、手段として

活用していく力が求められており、プログラ

ミング教育を含む情報活用能力を育成してい

くことがますます重要となっています。

新学習指導要領では「情報活用能力」を「学

習の基盤となる資質・能力」と位置付け、小

・中・高等学校を通じてプログラミング教育

を充実させ、各教科等での学びをより確実な

ものとすることが求められます。

県立教育センターでは、平成32年度から小

学校で必修となるプログラミング教育につい

て、各学校での推進を図るため、平成30年度

の新規講座として、「小学校プログラミング教

育推進講座」を開設しました。その概要につ

いて紹介します。

１ 講座の概要

(1)目 的

小学校におけるプログラミング教育の基本

的な考え方について講義や演習を通して理解

を深め、各学校で推進できる教員を育成する。

(2)期 日

平成30年６月29日（金）

(3)会 場

県立教育センター

(4)参加者

小・特別支援学校教諭26人（定員30人）

２ 講座の様子

(1)講義「プログラミング教育で育む資質・能

力」

プログラミング教育の教員養成などを行う

特定非営利活動法人みんなのコード主任講師

の竹谷 正明氏より、プログラミング教育必修

化の背景、新学習指導要領、プログラミング

教育の教科への組み入れ方、カリキュラム・

マネジメントについて講義を受けました。

＜プログラミング教育のねらい＞

① 「プログラミング的思考」を育むこと

② プログラムの働きやよさ、情報社会が

コンピュータ等の情報技術によって支え

られていることなどに気付き、コンピュ

ータ等を活用して身近な問題を解決した

り、よりよい社会を築いたりしようとす

る態度を育むこと

③ 各教科等での学びをより確実なものと

すること

子どもたちが生きる未来の社会について分

かりやすく説明があったことで、学習の必要

性や身に付けさせる資質・能力についての理

解を深めることができました。また、学習指

導要領に例示した単元等に限定することなく

積極的に推進するためには、「これが正解」と

いうものはないため「納得解」を探る営みや

現時点でのベストから次のステップへと不断

の授業改善の取組が大切であることを教えて

いただきました。

＜カリキュラム・マネジメントの例＞

○杉並区立天沼小学校の年間計画

みんなのコード「プロカリ」サイトのカテ

ゴリ「カリキュラム・マネジメント」より

URL https://procurri.jp/

(2)実践発表「プログラミング教育の実際」

２校より昨年度の取組について実践発表を

していただきました。

① 田上町立羽生田小学校では、平成29年度

の総務省「若年層に対するプログラミング教

育の普及推進」事業に、田上町立田上小学校

と２校で取り組まれました。

総合的な学習の時間において、現代社会が

プログラミングに支えられていることを児童

の生活経験から見いだし、情報技術をどのよ

うに活用していけばよいかをプログラミング
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の体験を通して考えました。

＜単元指導計画＞

時間 学習活動の流れ

１ 私たちの暮らしとコンピュータ・プログラミ

ング

２ 「ルビィのぼうけん」での学習

３ Hour of Codeでのプログラミング学習

４ まだプログラミングされていないものにプロ

グラミングをするとどうなるかを議論

５ プログラミング練習（ネコ逃げゲーム）アイ

ディアの下書き作成

６－７ アイディアをScratchで表現する制作

８ アイディアを発表

導入では身の回りの様々なのものがプログ

ラムで動作していることに気付き、その働き

を分類することで、プログラミングの３要素

「順次・分岐・反復」の概念を理解しました。

次にアンプラグドと呼ぶコンピュータを使わ

ないで身体や紙を使ってプログラミングの基

本的な考え方を学ぶ活動を行った後、「順次・

分岐・反復」の役割と概念をコンピュータを

使って学びました。

このプログラミングの特性を理解して、今

後の生活や社会の改善に生かすアイディアを

議論しました。その後、プログラミングソフ

ト「Scratch」の使い方を学び、自分たちのア

イディアをグループで試行錯誤しながらプロ

グラミングに取り組みました。

実践を通して児童は、自分の思いを実現す

るためには、順序が大切であり、そのために

はやりたいことを細かく分類する必要性に気

付くことができました。また、グループでの

話合いをもとに試行錯誤を繰り返しながら目

的を達成するよさを感じました。

② 長岡市立栖吉小学校では、平成29年度に

当センターのICT活用推進プロジェクトの実践

協力校として、プログラミング教育の実践に

取り組んでいただきました。学習指導要領に

例示がない小学校３年生において、学級活動、

国語、理科など、各教科等の特質を生かした

教科横断的な取組が紹介されました。

実践に当たっては、「プログラミング教育に

親しみをもつこと」「情報活用能力の育成」「教

科の深い学びの実現」の３つの視点を大切に

しました。

プログラミング教育の導入では、学級活動

の時間を使って、いくつかのプログラミング

ゲームに取り組み、プログラミング的思考の

基礎を学びました。

国語では漢字のつくりに着目した新出漢字

の定着、理科の昆虫の体のつくりや算数のか

け算の筆算では、フローチャートの活用に焦

点を当ててアンプラグドの実践を行いました。

プログラミング体験は、パワーポイントの

アニメーション機能を活用した国語の教材文

「すがたをかえる大豆」で実践しました。

資料作成では、意図的なアニメーションを

実現するためには必要な手順があり、その順

序や組合せを正しく行わなければならないこ

とを体験しながら学習を進めました。

実践を通して教師自らが試行錯誤をしなが

ら、目の前の子どもたちのために創意工夫す

ることの大切さを伝えていただきました。

(3)講義・演習「プログラミング的思考の体験」

上越教育大学教授の大森康正氏より、プロ

グラミングについて学術的な視点から講義し

ていただき、その後にロボット教材を使用し

たプログラミングの演習を行いました。

【演習のロボット教材】

講義では、プログラミング的思考で育む資

質・能力、小学校から高等学校までのプログ

ラミング教育の評価規準案、小学校のプログ

ラミング教育に対応可能な単元について紹介

していただきました。

また、プログラミング的思考を育成するた

めには「分割・パターン認識・抽象化・一般

化・評価・問題発見」の視点で学習活動を検
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討することの大切さを説明していただきまし

た。

＜第５学年の例＞

教科 単元 学習内容

国語 事実と考えを Scratchを用いて、活動報告

区別して、活 の構成を意識して考える。

動報告をする

文章を書こう

算数 正多角形と円 Scratchを用いて、正多角形

の特性や描き方を学習する。

美術 心のもよう Scratchを用いて幾何学模様

で自分の気持ちを表現する。

演習では、ロボット教材の体験を通して「お

もしろい」「なるほど」と実感し、教科指導に

どのように生かせばよいか考えるきっかけと

なりました。

(4)協議「自校におけるプログラミング教育の

推進」

当日の講義、実践発表、演習を踏まえて、

自校でできそうな取組についてワークシート

にまとめ、そのシートを基にお互いに発表し

合い、意見交換を行いました。

３ 今後に向けて

プログラミング的思考は、これからの予測

困難な時代に、一人一人が未来の創り手とな

るために必要なものであり、今の子供たちに

は、時代を超えて普遍的に求められるもので

す。「小学校プログラミング教育の手引（第一

版）」では問題解決の過程におけるプログラミ

ング的思考の位置付けを図解で示しています。

これまでの言語能力と同様に思考力、判断

力、表現力等は、短時間の授業で身に付けさ

せたり、急激に伸ばしたりできるものではあ

りません。各教科等の指導を通じて、「プログ

ラミング的思考」の育成につながるプログラ

ミング体験を計画的に位置付けていくカリキュ

ラム・マネジメントが重要です。また、「プロ

グラミング的思考」は学習の基盤となる資質

・能力の「情報活用能力」の一部です。単に

プログラミング教育を充実させるのではなく、

情報活用能力を育成する中で「プログラミン

グ的思考」の育成を適切に組み入れていく必

要があります。その後の中学校や高等学校で

の（情報についての）科学的な理解に基づい

た情報活用能力の育成につながります。

県立教育センターICT活用の推進プロジェク

トでは、昨年度に引き続き、プログラミング

教育についての調査研究を行っています。

新潟県教育支援システムで実施した「プロ

グラミング教育必修化に伴う実態調査（平成3

0年4月～6月）」では464名の小学校教員から回

答をいただきました。その結果、84％の教員

が必修化を不安に思っており、そのうちの７

割が「具体的に何をすればいいか分からない」、

半数近くが「準備に時間がかかりそうだ」「時

数の確保が問題である」と回答していました。

県立教育センターWebサイト「ICT活用の推進

プロジェクト」のページでは、随時役立つ情

報を発信していますので御活用ください。

○ICT活用の推進プロジェクト

URL http://www.nipec.nein.ed.jp/sc/proj

ect/h30/ict/index.html

下記ページも御活用ください。

〇「小学校プログラミング教育の手引（第一

版）URL http://www.mext.go.jp/a_menu/shot

ou/zyouhou/detail/1403162.htm

〇文部科学省、総務省、経済産業省が連携し

たポータルサイト「未来の学びコンソーシア

ム」URL https://miraino-manabi.jp/

指導案・実施事例が公開されているほか、

授業を組み立てる際に参考となる、教科調査

官のインタビュー記事や民間事業所の身近な

活用例が紹介されています。
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　　　　　　　　新潟大学（14講座）

　 学部 　　　　　　　研究内容

人文学部 こたえのない問いを探求する方法

～哲学対話をやってみよう

法学部 社会生活における法の機能を考える

経済学部 新潟で活躍する企業を知ろう

医学部保健

学科

ＣＴ画像から人工知能を使って心臓の病

気を見つけ出そう

工学部 小型ロボットによる制御・計測・情報処

理

農学部 生命の誕生は～たった一つの受精卵～

その他、８講座
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県教育委員会では、今年度初めて、大学進

学を希望する高校生等を対象に、アカデミッ

ク・インターンシップ研修を実施しました。

これは、参加した高校生等に、大学での学

びが社会とつながることを実感してもらい、

学習意欲や進路意識を高めてもらうと同時に、

大学での学びの先にある仕事についても意識

してもらうことを目的としています。

今年度は、新潟大学（8/20～8/24）と新潟

県立大学（8/6、8/7）の２校で開講し、県内

の県立高等学校１・２年生、県立中等教育学

校４・５年生の計77人が参加しました。

本号ではアカデミック・インターンシップ

研修の取組内容や成果についてお伝えします。

参加した生徒たちは、法学や国際、農学、

工学などの幅広い分野のテーマから、自身の

興味・関心のある研究室を選択し、大学教員

や大学生等とともに２日間研究活動を体験し

ます。また、当該研究活動に加えて、事前研

修と事後研修を１日ずつ行います。

《参加研究室一覧（一部抜粋）》

１ １日目の様子

参加した生徒たちは選択した研究室ごとに

それぞれ活動を行いました。

人文学部の研究室では、哲学者プラトンの

「洞窟の比喩」をテーマに哲学対話を行いま

した。参加した生徒たちは大学生等からのリ

ードを受け、積極的に発言するなど議論を深

めました。

【哲学対話の様子】

工学部の研究室では、小型ロボットの制御

プログラムの設計を行いました。所定の動作

するロボットを実現するために、生徒たちは

試行錯誤を繰り返してプログラムを作成しま

した。

【ロボットの制御プログラム操作の様子】

　　　　　　　　　　新潟県立大学（２講座）

　　　学部　 　　　　　　　研究内容

国際地域学部 地域の国際化と私たちの課題

人間生活学部

子ども学科

子どもの造形表現活動への理解と援助

高校生アカデミック・インターンシップ研修の実施について

高等学校教育課
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農学部の研究室では、マウスから卵子と精

子を取り出し体外受精を行う実験を行いまし

た。生徒たちは高度な実験器具に間近で触れ、

真剣な表情で実験に取り組みました。

【顕微鏡を使用した実験の様子】

２ ２日目の様子

２日目は、応用的な内容に取り組みます。

医学部の研究室では、ＡＩ(人工知能)を使っ

てＣＴ画像から心臓の病気を発見する実験を

行いました。ＡＩの導入は実際の医療現場で

も進んでいる分野であり、実践的な検査手法

を体験することができました。

【ＡＩを利用した実験の様子】

子ども学科の研究室では、１日目に市内の

保育園や施設を訪問し、２日目に造形表現活

動の理解を深めるための製作実習を大学研究

室で行いました。

【幼児の玩具製作の様子】

経済学部では、新潟で活躍する企業につい

ての研究を行いました。企業見学として新潟

日報社に出向き、魅力ある企業のあり方等に

ついて話し合いました。

【新潟日報社訪問の様子】

３ 参加生徒や研究室の声

参加した生徒たちからは、「今回学んだ分野

を更に学びたいと感じたため、大学進学への

意欲が高まった」、「自分は文系選択だが、専

攻の違う理系の勉強にも興味がわいた」、「オー

プンキャンパスではできない研究ができた」

等の言葉が聞かれました。また、大学研究室

からは、「生徒は、討論の時や発表の時には、

自分の考えや感想を伝え、主体的に意欲を持

って研修に臨んでいた」、「大学の学問と学外

社会とのつながりを実感でき、将来の学習に

向けた更なる動機付けの一助になることを期

待します」との声が寄せられました。

大学研究室での実践的な研究体験や地域・

企業とのつながりをとおし、参加した生徒た

ちは、机上では学ぶことのできない貴重な経

験をすることができました。

生徒たちは、研究成果をレポートにまとめ、

12月に事後研修としてポスターセッションに

参加します。それらをとおして、学習活動等

の学びの履歴として、自己と社会、将来につ

なぐ貴重な財産となることを期待します。

今後も学ぶことと自己の将来とのつながり

を理解し、社会的・職業的自立に向けて必要

な資質・能力を身につけていくようなキャリ

ア教育を推進していきます。
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文化行政課では、ふるさとへの愛着と誇り

を育み、郷土の貴重な宝である文化財愛護の

心を醸成するために、高校生対象の出前授業

を、平成27年度から実施しています。新潟県

の埋蔵文化財（遺跡）や史跡、考古学や歴史

学の魅力を知る機会を提供することで、郷土

愛を軸としたキャリア教育の推進に寄与でき

ればと考えています。

本号では、出前授業の実施状況やアンケー

ト結果等について紹介します。

出前授業の内容は、新潟県内における発掘

調査の最新の成果に基づき、学校と相談しな

がら決定しています。対象とする時代は、埋

蔵文化財として主に取り扱う旧石器時代から

戦国時代とし、各時代における新潟県の特徴

を解説しています。

具体的な内容は、「黎明期の新潟」（旧石器

・縄文時代）、「ヤマト政権参画頃の新潟」（弥

生・古墳時代）、「律令国家形成期の新潟」（奈

良・平安時代）、「戦国武将が活躍した頃の新

潟」（鎌倉～戦国時代）などがありますが、近

年では新潟県又は地域の通史を要望されるケ

ースが多いです。また、「歴史好きなあなたの

就職先」「遺跡の発掘調査とは」など、キャリ

ア教育と組み合わせて構成することにも対応

しています。

座学のほか、「本物の土器・石器」に触れる

機会を設けています。普段は博物館のケース

に収められている「本物」を手にとって観察

し、そこから読み取れることを解説していま

す。通常は体験できない機会であり、好評で

す。

なお、平成29年度は、新潟高等学校、新潟

西高等学校、柏崎翔洋中等教育学校、高田高

等学校安塚分校、長岡明徳高等学校の生徒286

名を対象に出前授業を実施しました。

アンケートは、授業の前と後に実施してい

ます。授業前は現状把握として日本史への興

味や埋蔵文化財の周知度を知るための項目、

授業後は内容の理解度や興味関心に関する項

目を設定しています。

平成29年度のアンケートでは、授業前、「日

本史は好きな科目ですか」の設問では「好き

でない」「どちらかというと好きでない」が17％

であり、ある程度の負の評価が想定されまし

た。授業後は、「よく理解できた」「おおむね

理解できた」が94％、「とても面白い」「おお

むね面白い」が93％と好意的な評価が多かっ

たと考えています。

本課では、今後も出前授業を通じて、魅力

ある新潟県の歴史を知る機会を提供していき

ます。その中から、文化財保護に携わる人材

が育つことを期待しています。

授業の内容については、御要望に応じて柔

軟に対応しています。詳細については、本課

埋蔵文化財係までお問い合わせ下さい。

【出前授業の様子】

【問い合わせ先】

文化行政課埋蔵文化財係 025-280-5620

埋蔵文化財を活用した高校生向け出前授業について

文化行政課
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県少年自然の家が平成31年４月にリニュー

アルオープンする予定です。胎内市乙地区の

赤松に囲まれた豊かな自然の中（現施設グラ

ウンド広場）に新施設が建設されます。

広々とした体育館や多目的ホールの他、研

修室、工作室等活動できる部屋が増え、より

充実した活動ができます。

○注目１ 屋内でも広々活動できます

体育館〔面積645㎡〕（シャワー室有）は、

バスケットボール（1面）、バレーボール（1面）、

バドミントン（3面）、軟式テニス（1面）の活

動が可能になります。また、多目的ホール〔面

積332㎡〕は、レクリエーション等の様々な活

動に御利用いただけます。

○注目２ 研修施設が充実します

星空テラス〔面積63㎡〕は、星空観察ができ

ます。また、野外炊さん場が新しくなり、屋

根付きかま場の数も増え36個になります。

【その他の施設】

大研修室（１室：約230人）、小研修室（３室

：各約55人・間仕切りを取り払い、最大約150

人収容できる研修室としても御利用いただけ

ます。）は、視聴覚設備等も充実し、研修会や

講習会等の様々な活動に御利用いただけます。

○注目３ より活動しやすくなります

宿泊棟〔右上記参照〕は、約300人が宿泊可能

になります。工作室〔面積94㎡〕は、クラフ

ト等の様々な創作活動に御利用いただけます。

平成31年度の詳しい利用申込等については、

10月中旬以降にホームページ等でお知らせい

たします。新しい県少年自然の家を是非御利

用ください。

新潟県少年自然の家

住所：新潟県胎内市字大日裏

電話：0254-46-2224

E-mail:ngt503060@pref.niigata.lg.jp

URL:http://www.pref.niigata.lg.jp/sizen/

【新施設完成イメージ】

県少年自然の家が新しくなります！
～平成31年４月リニューアルオープン～

県少年自然の家

宿

泊

棟

宿泊室（8人用） 32室 各室　2段ベッド×4台

宿泊室（20人用） 2室 各室　36畳程度

監督室・指導員室 4室 各室　8畳

多機能宿泊室 1室 バス、トイレ付き

大・小浴室（男女別） 各2室 蛇口数(大)16個、(小8個)

食堂 1室 186席

講師控室 1室 22㎡

静養室 1室 26㎡

和室研修室 1室 18畳

野外活動支援棟 1棟 研修室2室、トイレ
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館しています
【７月２日（月）～2019年８月（予定）】

現在、新潟県立近代美術館は改修工事のた
め、休館しています。

休館期間中は学校団体の鑑賞及び職場体験
などは受付できませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館中でも、美術の鑑賞に関わる内容を中
心に、学芸員が学校に出向いて授業を行う「出
前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員のお仕事」について、あるい
は郷土の作家に関する内容など、御相談に応
じます。また、教員向けの「対話型鑑賞」の
研修なども承ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成いたしますので、御希望の期日の３か月
前までに電話等で御相談ください。

講師料はいただきませんが、交通費のみお
支払いいただきます。

【連絡先】
新潟県立近代美術館（担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

●県立万代島美術館（新潟市）
「みんなのレオ・レオーニ展」

図版：「スイミー」1963年

Swimmy ©1963 by Leo Lionni, renewed 1991/Pantheon

On Loan By The Slovak National Gallery

赤い色をしたきょうだいたちの中で唯一黒い魚の物
語『スイミー』は、小学校の教科書に掲載され、全国
で親しまれています。作者レオ・レオーニはグラ
フィックデザイナーとして活躍の後、『あおくんときいろ
ちゃん』で初めて絵本を手がけました。彼の絵本では、
小さな主人公たちが「じぶんとは何か」を模索し学ん
でいく物語が、水彩、油彩、コラージュ等さまざまな
技法で描かれています。本展では絵本作家、アート・
ディレクターとしての仕事、絵画、彫刻等、レオーニ
の幅広い活動を紹介します。

○会 期 10月６日（土）～12月16日(日)
○休 館 日 10月15日(月)、29日(月)、

11月12日(月)、26日(月)、12月10日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除

になります。受付で御提示ください。

会期中のイベント
○講演会「希望の絵本をつくる人 レオ・レオーニ」
10月６日(土)午後２時～午後３時30分
講師：松岡希代子さん(板橋区立美術館 副館長)
会場：NICOプラザ会議室（朱鷺メッセ内万代島ビル11

階）
※申込不要（先着80名）・無料

○絵本の読み聞かせ
10月21日(日)、28日（日）各日ともに午前11時～午前
11時30分頃
会場：万代島美術館展示室
協力：ほんぽーと新潟市立中央図書館
※申込不要・要観覧券

10月１日(日)から10月５日(金)は展示替えのため休館
します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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●文化行政課世界遺産登録推進室
【世界遺産連続講座(第３回)】

「遠隔操作ロボットと３次元レーザスキャナ
を用いた佐渡金銀山遺跡の調査報告」

３次元レーザスキャナを搭載したロボットによる佐
渡金銀山の坑道跡の調査成果を、鉱山絵図と比較しな
がら解説します。

○期 日 10月20日(土)
○時 間 午後１時30分～３時
○会 場 ほんぽーと 新潟市立中央図書館

多目的ホール
(新潟市中央区明石２－１－10)

○参加費 無料
○講 師 久間 英樹氏

(松江工業高等専門学校電子制御工学科
教授)

○定 員 100名 要事前申込み
(お申込みは下記へお電話ください。)

【相川金銀山 道遊の割戸】

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5726
URL https://www.sado-goldmine.jp/

●県埋蔵文化財センター（新潟市）
夏季企画展「丸木舟の考古学」を開催中

かつて潟湖が広がっていた越後平野で行き交う人
々に欠かせなかった丸木舟。本展では、阿賀野市石
船戸東遺跡から見つかった鎌倉時代の大型丸木舟の
ほかに、新潟市・上越市・新発田市・胎内市の丸木
舟６点を展示しています。また、県内の縄文時代か
ら江戸時代の櫂20点を集め、丸木舟の歴史を探りま
す 。

【新潟市下前川原遺跡 鎌倉～室町時代の丸木舟

（新潟市文化財センター蔵）】

〇会 期 12月９日(日）まで
○時 間 午前９時～午後５時
○休館日 会期中は無休
○観覧料 無料

新潟県埋蔵文化財センター講演会
第７回「石船戸東遺跡の丸木舟を観察す
る―」

阿賀野市石船戸東遺跡から出土した中世の丸木舟
には、製作や使用にかかわる様々な痕跡が刻まれて
います。これらを丁寧に読み解き、展示中の丸木舟
の見どころを詳しく解説します。

【阿賀野市石船戸

東遺跡 鎌倉時代

の大型丸木舟】

〇期 日 10月21日(日)
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 小野本 敦（新潟県埋蔵文化財センター）
○定 員 80人（当日定員になり次第締切）
○申込み 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は

２週間前までに御連絡をお願いします）
◎展示解説 午前11時～12時に展示解説を行います。

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プ
ログラムを用意しています。詳しくは下記ホーム
ページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん
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※教育月報は新潟県ホームページで公開しており、バック

ナンバーも御覧になれます。

「教育月報」で検索してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課
新潟県考古学講演会第３回

「新潟県の近世城郭」

空前の「城ブーム」ですが、新潟県内にも中世・
近世の城郭が存在します。本講演会では、新潟県を
代表する近世城郭・高田城跡（県史跡）、長岡城跡、
新発田城跡、村上城跡（国史跡）について解説する
とともに、国史跡の整備に当たっておられる文化庁
記念物課 浅野啓介文化財調査官から御講演いただ
きます。

〇期 日 11月25日(日)
○時 間 午前10時30分～午後４時
○会 場 新潟県立看護大学

（上越市新南町240）
○定 員 300名
〇申 込 11月22日(木)〆切
〇申込先 上越市埋蔵文化財センター

電話：025-521-6280
〇参加費 無料

【復元された高田城三重櫓】

問い合わせ先：文化行政課
TEL 025－280－5620

●県立文書館(新潟市)
特別企画展
「幕末から明治へ-激動の時代と越後・
佐渡-」

開国から戊辰戦争・明治維新の激動の時代に、越
後や佐渡では台場築造や農兵隊の結成など時代に対
応した活動が見られます。幕末から明治の越後・佐
渡の人々の様子を当館所蔵文書から紹介します。

左図【アメリカ総領事ハルシス（ハリス）(県立文書館所

蔵)】

右図【英国海軍佐渡測量図(県立文書館所蔵)】

○期 日 10月30日(火)～11月11日(日)
○時 間 午前９時30分～午後５時
○休 館 日 11月５日（月）
○会 場 県立文書館 閲覧室
○観 覧 料 無 料 ※申込み不要

県立文書館
住所 新潟市中央区女池南３－１－２
TEL 025-284-6011
URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?pa
ge_id=569


